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道路構造の違いと冬期路面温度との関係に関する一考察
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1.は じめに

凍結防止剤の事前散布は、路面凍結を未然に防ぐ効果的な方法であるが、散布の実施に当た

っては、路面凍結の発生しやすい条件を予め把握する必要がある。そこで、サーマルマッピン

グ調査 1)を 供用開始前の日高自動車道において実施したところ、橋梁部の路面温度が土工部と

異なっていることや、橋梁の中でもRC床版橋と鋼床版橋で路面温度が異なっていることが確

認できた 2)。 そこで鋼床版橋とRC床版橋に路面温度センサーを設置し、それぞれの路面温度

を経時観測するとともに、実際の路面状態と凍結防止剤の散布回数について調査を行った。

2.路面温度の計測調査

路面温度調査は、RC床版区間と鋼

床版区間のそれぞれに路面温度センサ

ー (φ O.5cⅢ、L=2.5cm)を埋設し、 1
時間毎の路面温度をデータロガーに記

録した。この橋梁は全延長 1,401.5m、

車線数は往復 4車線で 1車線当たりの

幅員は 3.5mと なっている。橋梁の付

近には建物等が無く風や日射を妨げる

ものはない。

図-1に路面温度センサーの設置状

況を示す。センサーは、橋梁のジョイ

ントから縦断方向にそれぞれ 25m、 路

肩から05m、 埋設深さ 2.5cmの

位置に設置 した。

表-1に 10月 ～ 5月 における

月別の平均路面温度と1日 の路面

温度差の平均 (1日 の路面温度の

最高値と最低値の差の月毎の平均)

をそれぞれ示す。この表より平均

路面温度は、ほとんど差がないが、

1日 の路面温度差については鋼床

版橋の方が大きくなっている。鋼

床版橋の路面温度のみプラスとな

図-1 温度セ ンサーの設置状況

表 -1 月別平均路面温度と

1日 の路面温度差の平均

平均路面温度 ¬日の平均路面温度差

鋼床版 RC床版 曰床 ― R( 鋼床版 RC床版 鋼 床 ― R(

10月 -004 1669 529

11月 026

12月 -528 218

¬月 -803 443 374

2月 -647 048 882

3月 1544 1069

4月 1222

5月 → 51

全平壌 255 239
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間帯別 (図 -5)に 集計した。鋼床版 |

橋のみ路面温度が 0℃未満となるのは、

初冬期と終冬期に発生し、12月 ～ 2月

については鋼床版橋の路面温度のみが

0℃以上となることが多いことが分か

る (図 -4)。 これを時間帯別に見ると、

夜間から早朝にかけて鋼床版橋のみマ

イナスとなり、日中は鋼床版橋のみプ

ラスとなることが多い (図 -5)。

3.冬期間における路面状態の

発生頻度と凍結防止剤散布回数

日高自動車道では、 1日 6回 (6時、

10時、13時、16時、18時 30分 、21時 )

の道路巡回を行っており、冬期間 (12月

～ 3月 )は、路面状態を 100m毎 に記録

している。表-2に、RC床版橋と鋼床

版橋の路面状態出現割合を集計した結果

を示す。鋼床版橋の方がRC床版橋より

も乾燥路面の出現割合が高く、逆に圧雪

路面や積雪路面の出現割合は低くなって

いる。

同様に凍結防止剤の散布回数について

も 100m毎 に集計を行っており、鋼床版

橋部分とRC床版橋部分を集計した結果

を表-3に示す。RC床版橋の方が凍結

防止剤の散布回数が多くなつている。

表-2か ら、12月 ～ 3月 の日中におい

てはRC床版橋のみ路面温度が 0℃ 未満

となるケースが多いことが、また、表一

3か らは、路面状態の出現割合が凍結防

止剤の散布回数に反映されていると考え

られる。

しかし今回の路面温度計測の結果から、

10月 ～H月 及び 3月 ～ 5月 の夜間から

図-3 鋼床版橋の路面温度が

マイナスになるケース

図-5 鋼床版橋のみ路面温度が 0℃以上

若しくは未満となった延べ時間 (時間帯別)
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図-2 鋼床版橋の路面温度が

プラスになるケース
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図-4 鋼床版橋のみ路面温度が 0℃ 以上

若しくは未満となった延べ時間(月 別)
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早朝にかけて、鋼床版橋のみ路面温度が 0℃ 未満となる場合があることが明 らかとなった。 こ

の時期のこの時間帯においては、道路巡回や雪氷巡回が行われてお らず、また、この時期には

通常、凍結防止剤の散布 も行われていない。 このため、路面状態に関する資料を得ることがで

きなかったが、10月 ～H月 、3月 ～ 5月 にかけて、路面凍結の発生を見逃 していた可能性があ

る。

表-3 1998年 度から 2000年度までの凍結防止剤散布回数
R   C 鋼 床 版

キ ロ ポ ス ト 123 124 均 127
1998年 度

1999年 度

2000 年  度 61

合  計 01 7

4。 まとめと考察

4 1 厳冬期の路面状態と凍結防止剤散布

今回の調査により北海道の 12月 ～ 3月 においては、日中、他の路面温度がマイナスであって

も鋼床版橋のみ路面温度がプラスになることが多く、路面状態についても乾燥路面の出現割合

が高い。これは熱容量の小さい鋼床版橋は、 1日 の路面温度の変動が大きく、日中の路面温度

は気温やRC床版橋の路面温度より高くなるためである。

また凍結防止剤によって路面の雪氷を融解する事後散布では、雪氷の融解に必要な熱量は散

布を行つた周囲から吸収される 3)。 そのため熱容量の小さい鋼床版橋は、路面温度が散布効果

に与える影響が特に大きいと考えられ、厳冬期の鋼床版橋では、凍結防止剤を日中に散布する

のが効果的と考えられる。

4 2 初冬期、終冬期の路面状態と凍結防止剤散布

初冬期や終冬期の深夜から早朝にかけては、鋼床版のみ路面温度が 0℃ 未満となるケースが

発生しているが、これらの時期には深夜から早朝にかけて路面状態監視を目的とした道路巡回

等を実施していないため、路面凍結を発見することが困難である。路面温度の監視装置を設置

すること等が必要と考えられる。また鋼床版橋のみ路面温度が 0℃未満となるケースは、放射

冷却現象の起きる日と考えられることから、天候による予測も有効である。

凍結防止剤の散布は、路面凍結の発生しやすい時刻である、夜間から早朝にかけての散布が

効果的である.

表 -2 道路巡回による冬期間の路面状態出現割合 (%)
12 月 2月 3月

乾燥 5907

湿 潤

シャーベット 347 355 175

圧雪 647

非常に滑りやすい圧雪 000 000 000 000 000

氷膜 044 056

非常に滑りやすい水膜 000 000 000

積雪 165 388 114

10000 10000 10000 10000 10000 10000 10000 10000
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あとがき

北海道と比べて温度の高い本州方面では、鋼床版橋の路面がRC床版橋の路面よりも路面凍

結頻度が高く、交通事故発生の原因となっていることが報告されている4)5)。 北海道において

も、初冬期や終冬期の深夜から早朝にかけては、鋼床版橋の路面温度のみ 0℃ 未満となること

が多く、本州方面の厳冬期と同様に、鋼床版橋の路面のみ凍結 していると考えられる。

今後は、鋼床版橋の路面温度に影響する放射冷却現象など天候予報による注意喚起、凍結防

止剤の自動散布装置の利用、本州での実施例がある蓄熱材を用いた方法3)な どの各種対策につ

いても検討を行う必要がある。
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